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（財）伯耆しあわせの郷事業団
　倉吉市小田 458　あ 26―5581　い 26―5633 
　開館時間：午前 9時～午後 8時  
　休館日：月曜日

教室名・講師 日　　時 期間 定員 受講料･回数

きもの着付け教室
（福井千恵子さん）

第２・４火曜日
午後1時～3時

12月～
３月

10人
4,000円
（８回）

クリスマスケーキ
作り教室
（井上美智子さん）

12月８日（金）①午前10時
～12時30分または
②午後１時～３時30分

各
20人

各500円
（1回）

親子のケーキ作り
教室
（杉本美智子さん）

① 12月９日（土）または
② 12月17日（日）の
いずれかの午後１時～４時

各
６組

親子1組
各500円
（各1回）

男性のための料理教室
（杉本美智子さん）

11月29日（水）
午前 10 時～午後１時

15人
500円

（１回）

＊ きもの着付け教室では、各自で着物や帯などを持参してくださ
い。＊親子のケーキ作り教室は、小学生以下の子どもとその保護者が
対象です。＊男性のための料理教室では、炊き込みおこわなどを作り
ます。

＊ 申込は 10月20日（金）の午前９時より先着順に受け付け、定員になり
しだい締め切ります。

＊ 受講料は初回全納です。納入された受講料は原則として返金しません。
＊各教室とも受講料のほかに材料費などが必要です。
＊託児を希望される人は、教室申込の時にご相談ください。

※申込・問合せ先：伯耆しあわせの郷

◆高齢者の教室「しあわせ学園」の受講生を募集します

教室名･講師 日時 期間 定員 受講料･回数

民踊教室
（藪中みゆきさん）

第２・４木曜日
午後１時～３時 30 分

11月～
３月

40人
5,000円
（10 回）

日本画教室
（三島右畊さん）

第１・３火曜日
午後１時～３時 30 分

40人
5,000円
（10 回）

詩吟教室
（藤原宗道さん）

第２・４金曜日
午後１時～３時 30 分

30人
5,000円
（10 回）

書道教室
（水谷 治 さん）

第１・３水曜日
午後１時 45 分～４時

40人
5,000円
（10 回）

＊対象は、おおむね 60 歳以上の人。
＊ 申込は、受付中で、定員になりしだい締め切ります。
＊ 受講料は初回全納です。納入された受講料は原則とし
て返金しません。
＊ 一部の教室を除き、受講料のほかに材料費などが必要
です。

※申込・問合せ先：伯耆しあわせの郷

◆次の教室の受講生を募集します

　大きめのスポンジ製ボールにバドミントンの
羽を付けたものを、専用のラケットで打ち合う
います。バドミントンのスリルや面白さをその
ままに、手軽さと簡単なルールで楽しさをアッ
プしたスポーツです。
と　き：11月１日（水）・８日（水）の２日間
　　　　午前９時30分～11時30分
ところ：倉吉スポーツセンター体育館
講　師：黒田多美子さん（倉吉市体育指導委員）
定　員：20人
申　込： 10月20日（金）午前９時から先着順に受

付（定員に達していない場合は当日参
加も可）

＊ 受講料は不要ですが、保険料として 100円（２日分）
が必要です。

＊ 運動のできる服装・タオルなどを持参してください。

※申込・問合せ先：倉吉スポーツセンター

◆ファミリーバドミントン教室を開催します

倉吉スポーツセンター
　倉吉市葵町 591―1　あ 22―5674 
　開館時間：午前８時 30 分～午後 10 時  
　休館日：年末年始（12/29～ 1/3）

スポーツの秋・文化の秋

　スポーツ選手やス

ポーツ愛好者が抱える

不安のひとつに「故障」

があります。自分がやっ

ているスポーツに必要

な筋肉についての知識

は熟知していても、そ

の筋肉の動作学的なこ

とを含めた体の仕組み

などは、あまり認識さ

れていません。今回、その知識を実践しながら長く競

技スポーツ・生涯スポーツを続けるために、「故障」

の不安を取り除く知識を学びましょう。

　小・中・高校生、一般、スポーツ指導者、保護者など

気軽にご参加ください。事前の参加申込は不要ですが、

運動のできる服装と上履きを持参してください。

　当日参加者の皆さんに簡単なフィジカルチェックを

しますので、ご協力をお願いします。

と　き：11月18日（土）午後１時30分～４時

ところ：倉吉体育センター（通称：かまぼこ体育館）

内　容：「故障しない体づくり」

　　　　～スポーツ前後のストレッチングと日常生活

の注意点～

講　師：清水病院リハビリテーション部理学療法士

　　　　（鳥取大学大学院健康政策）

　　　　　三谷 管雄さん

　　　　清水病院リハビリテーション部理学療法士スタッフ

参加料：無　料

持参するもの：上履、運動のできる服装

※問合せ先：市民スポーツ課　（あ 22－8167 い 22－5684）

スポーツ医学講演会を開催します
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■
い
よ
い
よ
先
行
上
映
会
開
催

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
完
成
し
た
映
画「
こ
ほ
ろ

ぎ
嬢
」が
、
全
国
に
先
が
け
て
倉
吉
で
先
行
上
映
さ
れ
ま
す
。
倉
吉
の

町
並
み
や
歴
史
的
建
造
物
内
、
そ
し
て
美
し
い
風
景
な
ど
、
多
く
の
地

域
資
源
が
ど
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
か
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

倉
吉
市
先
行
上
映
会

と　

き

：

10
月
17
日（
火
）・
18
日（
水
）（
両
日
２
回
上
映
）

　
　
　
　

①
午
後
１
時
45
分 

②
午
後
６
時
45
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー
ル

製
作
上
映
協
力
券

：

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　

（
当
日
１
，
８
０
０
円
）

取 

扱
所

：

倉
吉
未
来
中
心
・

　
　
　
　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
ほ
か

※
問
合
せ
先

映
画「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

（
渡
辺 

あ
２
３

－

０
３
８
７
）

市
民
参
画
課
（
あ
２
２―

８
１
５
９

／
い
２
２―

８
１
４
４
）

▲こほろぎ嬢役の鳥居しのぶさんと売
店の女の子役の平岡典子さん（倉吉市）

第４回鳥取県総合芸術文化祭　県民企画アートチャレンジ事業

第１回山陰ＫＡＭＩあかり
と　き：11月18日（土）午後５時～８時（雨天決行）
ところ：白壁土蔵群一帯
内　容 ：和紙でつくったあかりを応募してもらい街並みに並べ

コンテストを行なう公募型ＫＡＭＩあかり展、ねぷたアー
ト、あかりとオカリナ・講談の夕べ、因州和紙あかり展

ＫＡＭＩあかり展応募料：500円   応募締切：10月18日（水）

「山陰ＫＡＭＩあかり」

協賛あんどん募集
　自分の名前や社名が透かしとして１個
づつ入ります。メインの切り絵は鳥取を
代表する切り絵作家 紙原四郎さんの切り
絵の中の全１０種類から選ぶことができ
ます。１個 8,000円ですが、イベント中は
街並みに飾られ、イベント終了後は、持
ち帰ることができます。
応募料：8,000円
応募締切：10月31日（火）
※問合せ先：（社）倉吉青年会議所内

　公募型あかり展担当課（あ 22－3042）

　mail:kurajc@apionet.or.jp

手づくり甲冑教室開催
のご案内

　手芸感覚で厚紙や古い着物などを使い

甲
かっちゅう

冑を作ります。

　どなたでも参加できますので下記の問合
せ先までご連絡ください。
主　催：倉吉里見手づくり甲冑愛好会
日　時：10月15日（日）より毎月第３日曜日
　　　　午後 1時～ 5時
場　所：関金都市交流センター囲炉裏
参加費：無料
※問合せ先：NPO養生の郷　事務局

　　　　　　　　　　　　　　（あ /い 45－3988）

▲小野町子役の石井あす香さんと松木
夫人役の吉行和子さん（飛龍閣で）

と　

き

：

10
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
市
関
金
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
湯
命
館
と
な
り
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

１ 

人
形
劇
団
こ
う
ま
座（
鳥
取
市
）

　
　

「
お
し
ょ
う
さ
ん
と
こ
ぞ
う
さ
ん
」

２ 

お
か
ぴ
ょ
ん
先
生（
米
子
市
）

　
　

「
わ
ん
た
く
ん
と
み
み
ー
く
ん
」

３ 

人
形
劇
ふ
う「
ゆ
め
屋
笑
店
」

４ 

人
形
劇
団
い
と
ぐ
る
ま（
米
子
市
）

　
　

「
ま
じ
峠
の
青
大
将
」

５ 

紙
芝
居
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
鳥
取
市
）

　
　

「
自
転
車
紙
芝
居
」

６ 

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
と
ろ
り
ん
村（
日
南
町
）

　
　

「
神
様
の
が
ま
ん
く
ら
べ
」

７ 

ケ
ロ
ち
ゃ
ん
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー（
鳥
取
市
）

　
　

「
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
」

８ 

倉
吉
民
話
の
会
「
昔
の
語
り
」

９ 

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ（
プ
ロ
劇
団
）お
ひ
さ
ま

劇
場

　

 

「
ど
う
し
て
、
ぞ
う
さ
ん
の
は
な
は
な
が
い

の
？
」（
有
料
１
人
２
０
０
円
）

10 

工
作
コ
ー
ナ
ー

　

 

「
紙
ト
ン
ボ
作
り
１
人
30
円
、
軍
手
人
形
作
り

３
５
０
円
」

※
問
合
せ
先

　

と
っ
と
り
人
形
劇
連
絡
会（
あ
０
８
５
９

－

３
４

－

６
８
６
０
）（
藤
原
幹
人
）

　

こ
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
あ
２
２

－

１
９
６
０
）

　

せ
き
が
ね
湯
命
館（
あ
４
５

－

２
０
０
０
）

▲松木氏役の外波山文明さんと土田九
作役の室井誠明さん（倉吉大店会で）

２
０
０
６
鳥
取
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル

in
せ
き
が
ね

２
０
０
６
鳥
取
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル

in
せ
き
が
ね

完
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韓
国
の
10
月
は
１
９
７
２
年
か
ら「
文
化
の
月
」

と
し
て
定
ら
れ
、
毎
年
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
・
芸
術
振
興
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

倉
吉
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る「
羅
州
市
」
で
も

10
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
、「
見
て
、

学
ん
で
、
楽
し
む
栄ヨ
ン
サ
ン
ガ
ン

山
江
36.5
℃
」
を
テ
ー
マ
に

「
２
０
０
６
栄
山
江
文
化
祭
」が
開
か
れ
ま
す
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る「
栄
山
江
文
化

祭
」
は「
羅
州
の
歴
史
文
化
の
観
光
商
品
化
と
伝

統
文
化
に
対
す
る
認
識
拡
大
」
を
目
標
と
し
て

２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
約
30
万
人
の

観
覧
客
が
集
ま
る
大
規
模
な
祭
と
し
て
定
着
し
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
祭
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る「
栄

山
江
」
は
、「
全
羅
南
道
」
の
母
な
る
川
で
、「
羅
州
」

は
こ
の「
栄
山
江
」が
作
り
上
げ
た「
羅
州
平
野
」を

中
心
に
発
展
し
た
全
羅
南
道
の
第
一
の
穀
倉
地
で

す
。
ま
さ
に「
栄
山
江
」は
羅
州
市
民
に
と
っ
て
生

命
の
川
な
の
で
す
。

　

こ
の
意
味
深
い
文
化
祭
に
、
倉
吉
を
代
表
す
る

子
ど
も
太
鼓
チ
ー
ム「
打
吹
童
子
ば
や
し
」が
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
は
、

公
演
の
ほ
か
に
も
羅
州
小
学
校
の
伝
統
芸
術
チ
ー

ム
と
の
親
善
交
流
会
も
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
両
市

の
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
文
化
交
流
の
き
っ
か
け

に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

羅
州
市
と
い
え
ば
最
近
韓
国
で
大
変
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
視
聴
率
40
%
を
超
え

る
程
、
高
い
人
気
を
誇
る「
朱
蒙（
ジ
ュ
モ
ン
）」と

い
う
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
が
羅
州
市
内
に
あ
る
か
ら

で
す
。「
朱
蒙
」
は
高
句
麗
を
建
国
し
た
人
物
の
一

代
記
を
描
い
た
作
品
で
、
初
回
の
放
送
終
了
後
か

ら
そ
の
美
し
く
て
、
雄
大
な
映
像
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
う
ね
る
栄
山
江
と
羅
州
平
野
を
一
望

で
き
る
公
山
面（
コ
ン
サ
ン
ミ
ョ
ン
）と
い
う
と
こ

ろ
に
位
置
す
る
撮
影
場
は
、
現
在
、
韓
国
人
が
訪

れ
る
一
大
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、
羅
州

市
は
ド
ラ
マ
が
終
わ
っ
て
も
撮
影
場
を
永
久
保
存

す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　

梨
で
有
名
な
羅
州
市
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
文

化
都
市
と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
皆
さ
ん
、

羅
州
市
に
行

き
、
栄
山
江

を
眼
下
に
眺

め

な

が

ら
、

ド
ラ
マ
の
主

人
公
気
分
に

な
っ
て
み
る

の
は
い
か
が

で
す
か
。

＜今月のキーワード＞

羅
州
市
で
花
咲
く
、
文
化
交
流
の
輪 ：羅州は祭りの準備で忙しいです

ナジュヌン　 チュクチェ　ジュンビロ　　バパヨ

№６

昨年の「栄山江文化祭」の様子

　　　「韓国語講座（後期）」
　　　「オリニ・ハングルナラ（小学生ハングル教室）」

講座名 期　間 定員 対象者 内　容

初級クラス（昼の部）
11月16日（木）～・木曜日
14：00～15：00　全15回

40人 韓国語を学ぶのが始めて
の人、または文字の読み
書きができ、あいさつ程
度の会話ができる人

ハングルの読み書き・簡単
な会話、韓国文化紹介など

初級クラス（夜の部）
11月14日（火）～・火曜日
18：30～19：30　全15回

40人

中・上級クラス
11月14日（火）～・火曜日
19：40～21：00　全15回

60人
長文やまとまった文章の
読み書きができ、ある程
度の日常会話ができる人

教材に基づいた基本的な会
話練習と韓国文化紹介、新
聞や雑誌を利用した翻訳練
習、通訳練習 （前期からの続き）

●各クラスとも定員になり次第締め切ります。（※受講はいずれか１つのクラスのみ）
※申込・問合せ先：市民参画課（あ 22―8159 ／い 22―8144 ／ E-mail:sankaku@city.kurayoshi.tottori.jp）

講　師：倉吉市国際交流員　金 善夏（キム・ソナ）　会　場：倉吉交流プラザ第１研修室

受講料：500円（１クラス）　教材費：本人負担

教室名 期　間 定員 内　容

小学生
ハングル教室

11月16日（木）～・木曜日
16：30～17：30　全10回

20人
ゲーム・遊びを通じて言葉や韓国
を学ぶ、小学生を対象とした教室

●定員になり次第締め切ります。※申込・問合せ先：生涯学習課（あ 47－1182 ／い 47－1180）

講　師：倉吉市国際交流員 金 善夏（キム・ソナ）　会　場：倉吉交流プラザ第１研修室

受講料：無料（一部材料費の負担あり）

韓国語講座［後期］

オリニ・ハングルナラ (小学生ハングル教室 )

受講生募集 !!

사랑해요
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■
議　

案
■

【 

認　

定　

二
件 

】

●
平
成
十
七
年
度
の
水
道
事
業
会
計
、
国

民
宿
舎
事
業
決
算
の
認
定

【 

原
案
可
決
及
び
承
認　

十
九
件 

】

●
平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
な
ど
の
十
一
件
の
補
正
予
算
案
件　

●
倉
吉
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
な
ど
の
七
件
の
条
例
案
件　

●
市
道
の

路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【 

否　

決　

一
件 

】

●
倉
吉
市
若
者
定
住
住
宅
取
得
奨
励
金
交

付
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
陳　

情
■

【 

採　

択 

二
件 

】

●
酪
農
・
集
落
営
農
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

に
つ
い
て　

●
障
害
者
の
生
活
と
福
祉
の

危
機
打
開
に
つ
い
て

【 

趣
旨
採
択 

一
件 

】

●
鳥
取
県
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
鳥
取
キ

タ
ロ
ウ
ズ
球
団
へ
の
支
援
に
つ
い
て

【 

不
採
択 

六
件 

】

●
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学
習
者
の
臓
器

摘
出
の
実
態
調
査
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て　

●「
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
」
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　

●
集
配
局
の
廃
止
再
編
計
画
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て　

●
被
爆
者
援

護
法
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て　

●
市
町
村
の
国
民
保
護

計
画
作
成
反
対
に
つ
い
て　

●
教
育
基
本

法
改
正
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
提

出
等
に
つ
い
て

【 

継
続
審
査 

四
件 

】

●
新
斎
場
建
設
候
補
地
の
推
薦
撤
回
に
つ

い
て　

●「
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ
き
が

ね
」
存
続
に
つ
い
て　

●
河
北
中
学
校
の

移
転
に
伴
う
施
設
設
備
整
備
に
つ
い
て　

●
新
斎
場
建
設
候
補
地
の
取
り
下
げ
に
つ

い
て

■
議
会
発
議
■

【 

原
案
可
決 

二
件 

】

●
倉
吉
市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て　

●
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
制
度
の
抜
本
改
正
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、

二
十
五
議
案
を
審
議

　

平
成
18
年
９
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
15
日
か

ら
28
日
ま
で
開
か
れ
、
平
成
17
年
度
決
算
、
平
成
18
年
度
補
正
予

算
案
及
び
条
例
案
等
25
議
案
、
陳
情
13
件
、
議
会
発
議
２
件
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
若
者
定
住
住
宅
取
得
奨
励
金
交

付
条
例
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
同
支
所
、
市
立
図
書
館
お
よ
び
市
立
せ
き
が
ね

図
書
館
、
市
役
所
２
階
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
12
月
上
旬
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

市議会報告

9月定例会

　

各
地
区
で
の
運
動
会
が
天
候
を
心
配
し
な
が
ら

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
天
候
の
変
わ
り
や
す
い

こ
の
季
節
に
運
動
会
が
多
い
の
は
、
か
つ
て
は
米

俵
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
の
よ
う
に
、
農
村
の
収
穫

祭
的
要
素
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
こ
に

き
て
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
し
て
、
部
落
対
抗
や

年
齢
別
リ
レ
ー
な
ど
に
選
手
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
集
落
単
位
で
の
人
口
減
に
倉
吉
市

の
姿
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
若
者
人
口
の
動
向
に

は
多
く
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

や
転
出
の
抑
制
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、

に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
実
状
が
あ
り
ま
す
。「
若
者
定
住
の
住
宅
取
得

奨
励
金
交
付
事
業
」
は
こ
の
願
い
と
期
待
を
込
め

た
も
の
で
し
た
が
、
９
月
定
例
議
会
で
は
主
に
事

業
効
果
の
有
効
度
の
観
点
か
ら
成
立
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
、
地
域
を
担
い
、
支
え
て
ほ
し
い

若
者
に
対
し
今
後
５
年
間
を
見
据
え
た
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
立
を
見
送
り
さ
れ
た
こ
と
が
結
果
的
に
よ
り
良

い
制
度
を
産
み
出
し
た
と
い
っ
て
い
た
だ
け
る
努

力
を
今
後
と
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

再
度
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
若

者
の
市
外
流
出
の
阻
止
が
期
待
で
き
、
な
に
よ
り

転
入
者
へ
の
福
音
と
な
っ
て
市
内
在
住
の
促
進
に

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
今
改
め
て
考
え
て
お

り
、こ
の
奨
励
金
交
付
の
実
施
に
期
待
を
込
め
て
お

ら
れ
た
人
に
対
し
て
も
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
、理

解
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
に
工
夫
し
、
改
め
て
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
生
設
計
に
お
い
て
、
倉
吉
で
住
ま
い
を
持
ち
、

倉
吉
で
暮
ら
そ
う
と
考
え
て
い
る
若
者
た
ち
に

と
っ
て
は
、
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
で
議
会
と
執
行
部
が
ひ
と
つ
の
課
題

に
向
け
、
共
通
認
識
の
も
と
に
議
論
で
き
た
こ
と

は
財
産
で
あ
り
、
今
、
目
指
し
て
い
る
問
題
解
決

型
の
市
政
運
営
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｃ　谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

動
き
出
す「
問
題
解
決
型
の
市
政
」へ

　
　
　
　
　
　

倉
吉
市
長　

長
谷
川　

稔

文部科学大臣表彰
「スポーツ優良団体表彰」
倉吉市河北地区スポーツクラブ

　10月3日（火）、東京都港区
虎ノ門パストラルで、平成 18
年度生涯スポーツ功労者及び生
涯スポーツ優良団体表彰式が行
われ、ＮＰＯ倉吉市河北地区ス
ポーツクラブが、生涯スポーツ
優良団体表彰を受けられまし
た。
　10月7日（金）、その受賞報告
に、代表の加藤康彦さん、副代
表の佐野薫範さん２人が長谷川
市長を訪問されました。
　加藤代表は、「たくさんの人
のご協力でここまでやってこれ
ました、これからも子どもたち
を中心に多世代にスポーツの提
供を行っていけるよう頑張りま
す。これからもよろしくお願い
します」と抱負を述べられまし
た。

▲報告のため市長訪問された、加藤
さん（中央）と佐野さん




